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(i) 

S に属するベクトル ba , がなす角を、 )1800(  ≦≦ とする。 
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以上により、 は  90,60,45,30,0 およびこれらの補角のうちの 1つである。(証明終) 

 

(ii) 
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 長さの比は、 1:1 または 2:1  ……(答) 
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 長さの比は、 3:1  ……(答) 
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(iii) 

右図のように、 30 をなすベクトル同士の長さの比は 3:1 に、 

60 をなすベクトル同士の長さの比は 1:1 になるように、 

12 個のベクトルを並べれば、題意を満たす。 

ベクトル①～⑩を、 ba , で表すと、下の通り。 

① ba   ② ba 23   ③ ba  2  ④ ba  3  ⑤ a  

⑥ b  ⑦ ba   ⑧ ba 23   ⑨ ba 2  ⑩ ba 3  
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